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令和元年１０月２２日

フーリエ級数について

1. 宇宙の全ての波は, 周期が の正弦と余弦の線形方程式で表現出来る.

例

とすると , は周期が の

関数になる.

2. 波 は, 次のように表現出来るとフーリエは述べている.

（線形方程式））

3. 係数 を求める工夫 :

1. より, 波は周期 になるから ,区間 で考える.

両辺に を掛けて, 積分すると次のように係数 が決まる.
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4. フーリエ係数の計算

・

・ 部分積分を繰り返して, 式の次数を下げる.

( sin x )' = cos x, ( cos x )' = - sin x
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・ 上の例で分かるように, いろいろの関数 が sin, cos の線形表示出来ることが分る.

・ さらに興味深いことは, 次のように無限級数が分かることです.
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( 1)で

(2)で
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